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　三
月
十
日
。「
陸
奥
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
帆
手
祭
」
と
新
聞

や
ニ
ュ
ー
ス
で
謳
わ
れ
る
。
神
輿
に
供
奉(

お
供)

す
る
者
は
、

祭
り
の
一
週
間
前
よ
り
、
当
社
禊
場
に
て
禊
を
す
る
習
わ
し
が

あ
る
。 

三
月
の
朝
は
、
寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
時
や
雪
の
降
る
事
も
多

く
あ
る
。
年
三
回
の
神
輿
渡
御
の
中
で
も
、
大
寒
禊
に
次
ぐ
一

際
厳
し
い
禊
で
あ
る
。
清
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
心
身
を
以
て
奉

仕
を
終
え
る
と
、
徐
々
に
日
和
は
暖
か
く
な
っ
て
い
く
。

　近
年
は
、
温
暖
化
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
桜
の
開
花
時
期
も
年
々

早
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　伊
勢
物
語
第
八
十
二
段
で
在
原
業
平
が
次
の
よ
う
に
詠
ん
だ
。

　
　『
世
の
中
に
た
え
て
桜
の
な
か
り
せ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　春
の
心
は
の
ど
け
か
ら
ま
し
』

　現
代
語
訳
す
る
と
「
世
の
中
に
桜
が
な
け
れ
ば
、
の
ど
か
に

春
を
過
ご
せ
る
の
に
」。
著
名
歌
人
の
解
釈
に
よ
れ
ば
「
い
つ
咲

く
の
か
が
気
に
か
か
り
、
い
よ
い
よ
咲
く
と
、
い
つ
散
る
の
か

と
心
乱
さ
れ
る
。
人
々
が
ど
れ
ほ
ど
桜
に
心
を
奪
わ
れ
る
の
か
」
と
。

　当
社
境
内
を
彩
る
桜
は
、
国
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
鹽
竈
ザ

ク
ラ
を
始
め
約
四
十
品
種
に
及
ぶ
。
夫
々
の
美
し
さ
や
開
花
時

期
も
様
々
故
に
、
境
内
そ
こ
か
し
こ
に
桜
が
咲
き
、
長
い
期
間

に
わ
た
り
愛
で
る
事
が
出
来
る
。

　今
年
も
、
神
の
御
許
に
咲
き
誇
り
、
人
々
の
心
を
和
ま
せ
る

だ
ろ
う
。
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　一
月
十
一
日
、
第
七
十
六
回

奉
献
乾
海
苔
品
評
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　本
品
評
会
は
、
宮
城
県
産
海

苔
の
品
質
改
善
と
生
産
者
の
意

欲
向
上
を
目
的
と
し
て
昭
和
二

十
三
年
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。　今

期
は
、
十
月
か
ら
十
一
月

に
か
け
て
栄
養
塩
不
足
に
よ
り

色
落
ち
や
生
育
不
良
が
見
ら
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
後
漁
業
環
境

が
回
復
し
、
高
品
質
の
乾
海
苔

が
生
産
さ
れ
ま
し
た
。

　県
内
各
地
よ
り
九
十
二
点
の

乾
海
苔
が
出
品
さ
れ
、
一
月
六

日
に
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
及

び
関
係
自
治
体
の
担
当
者
に
よ

り
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
、
優

賞
（
宮
城
県
知
事
賞
）
に
赤
間

竹
晴
殿
、準
優
賞
（
塩
竈
市
長
賞
）

に
我
妻
貞
俊
殿
、
ほ
か
六
十
一

名
が
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　当
日
は
鹽
竈
神
社
左
右
宮
で

感
謝
祭
が
斎
行
さ
れ
、
祭
典
後

表
彰
状
・
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　出
品
さ
れ
た
乾
海
苔
は
、
祭

務
所
に
展
示
さ
れ
、
参
拝
者
は

宮
城
県
が
誇
る
「
み
ち
の
く
寒

流
の
り
」
の
色
・
艶
・
香
り
を

堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

入
賞
者 

（
敬
称
略
）

優
賞(

宮
城
県
知
事
賞)

代
ヶ
崎
浜
地
区 

赤
間

　竹
晴

準
優
賞(

塩
竃
市
長
賞)

東
宮
浜
地
区 

我
妻

　貞
俊

壱
等
賞(

東
松
島
市
長
賞
ほ
か)

代
ヶ
崎
浜
地
区 

齋
藤

　吉
勝

代
ヶ
崎
浜
地
区 

相
澤

　良
弘

代
ヶ
崎
浜
地
区 

相
澤

　栄
喜

仙
南
支
所（
亘
理
）

 

菊
地

　幹
彦

仙
南
支
所（
亘
理
）

 

 

あ
ら
は
ま
海
苔
合
同
会
社

宮
戸 

千
葉

　富
夫

弐
等
賞(

全
国
漁
業
協
同
組
合

 

連
合
会
長
賞
ほ
か)

仙
南
支
所（
亘
理
）

 

木
村

　
　宏

宮
戸 

門
馬

　幹
彦

宮
戸 

菊
地

　
　勇

宮
戸 

千
葉

　政
敏

宮
戸 

尾
形

　一
彦

矢
本 

三
浦

　義
孝

矢
本 
阿
部

　雄
美

石
巻 
㈲
千
葉
海
産

技
術
賞(

東
北
海
苔
問
屋

 

協
同
組
合
理
事
長
賞
ほ
か)

代
ヶ
崎
浜
地
区 

坂
本

　
　寿

東
宮
浜
地
区 

星

　
　長
一

要
害
地
区 

梶
田

　利
一

仙
南
支
所（
亘
理
）

 

津
田

　雅
彦

鳴
瀬 

鹿
野

　拓
洋

参
等
賞

 
(

ア
イ
サ
ン
工
業
㈱
賞
ほ
か)

菖
蒲
田
浜
地
区 

星

　美
智
也

花
渕
浜
地
区 

鈴
木

　順
治

代
ヶ
崎
浜
地
区 

石
森

　圭
太

代
ヶ
崎
浜
地
区 

相
澤

　幸
典

東
宮
浜
地
区 

大
石

　篤
史

要
害
地
区 

遠
藤

　
　力

仙
台
支
所 

秋
葉

　吉
夫

仙
南
支
所（
亘
理
）

 

宍
戸

　敏
浩

宮
戸 

阿
部

　信
弘

矢
本 

津
田

　
　大

矢
本 

三
浦

　一
郎

鳴
瀬 

手
代
木
浩
二

鳴
瀬 

手
代
木
千
年

鳴
瀬 

熊
谷

　義
宏

　
四
等
賞

 
(

㈱
サ
ン
エ
イ
海
苔
賞
ほ
か)

花
渕
浜
地
区 

佐
藤

　勝
利

花
渕
浜
地
区 

鈴
木

　
　享

吉
田
浜
地
区 

伊
藤

　浩
康

代
ヶ
崎
浜
地
区 

津
軽

　圭
一

東
宮
浜
地
区 

瀬
戸

　正
一

塩
釜
地
区 

内
海

　健
靖

宮
戸 

櫻
井

　
　勝

宮
戸 

雫
石

　博
幸

宮
戸 

土
井

　安
裕

宮
戸 

奥
田

　正
勝

奨
励
賞

松
ヶ
浜
・
湊
浜
地
区 

大
町

　
　昭

菖
蒲
田
浜
地
区 

伊
丹

　幸
一

菖
蒲
田
浜
地
区 

佐
藤

　
　充

花
渕
浜
地
区 

寺
澤

　善
公

吉
田
浜
地
区 

佐
藤

　建
一

吉
田
浜
地
区 

鈴
木

　信
悦

代
ヶ
崎
浜
地
区 

㈱

恵

比

寿

東
宮
浜
地
区 

名
村

　朝
洋

要
害
地
区 

佐
藤

　俊
勝

塩
釜
地
区 

内
海

　勇
一

宮
戸 

石
田

　信
英

宮
戸 

門
馬

　
　隆

矢
本 

相
澤

　
　太

矢
本 

及
川

　輝
明

宮
戸
西
部 

尾
形

　和
秀

宮
戸
西
部 

尾
形

　秀
一

宮
戸
西
部 

山
内

　良
裕

石
巻
湾 

丹
野

　
　薫

産
業
功
労
賞

代
ヶ
崎
浜
地
区 

山
﨑

　浩
樹

 

ほ
か
十
名

　二
月
二
十
日
に
は
優
賞
・
準

優
賞
の
乾
海
苔
を
御
所
・
秋
篠

宮
邸
・
常
陸
宮
邸
へ
献
上
い
た

し
ま
し
た
。

第
七
十
六
回

第
七
十
六
回  

奉
献
乾
海
苔
品
評
会

奉
献
乾
海
苔
品
評
会
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◆
御
来
賓

三
日

伊
達
家
第
十
八
代
当
主

 

伊
達

　𣳾𣳾
宗

塩
竈
市
長 

佐
藤

　光
樹

宮
城
県
議
会
議
員 

阿
部

　眞
喜

塩
釜
警
察
署
長 

髙
嶋

　文
智

四
日

環
境
大
臣

　衆
議
院
議
員

 

伊
藤
信
太
郎

塩
釜
警
察
署

　副
署
長 

半
澤

　健
二

◆
年
男
・
年
女
代
表

三
日　栗

原

　英
悦
・
伊
藤

　久
美

四
日　速

水

　一
広
・
速
水

　和
江

◆
福
景
品
協
賛
者

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

㈱
菅
原
園
茶
舗
・
塩
釜
市
商
業

協
同
組
合
・
福
寿
司
・
ラ
イ
フ

＆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
た
か
は
し
・

郷
家
第
三
歯
科
医
院
・
漢
方
の

塩
釜
芍
薬
堂
・
小
松
館
好
風
亭
・

稲
庭
う
ど
ん
瀧
さ
わ
家
・
㈱
ビ
ー

シ
ッ
ク
・
救
心
製
薬
㈱
仙
台
営

業
所
・
ク
ラ
シ
エ
薬
品
㈱
・
ダ

イ
ワ
生
物
研
究
所
・
日
本
ク
リ

㈱
石
井
商
店
・
進
藤
正
毅
・
え

び
す
や
釣
具
店
・
㈱
阿
部
善
商

店
・
丹
六
園
・
㈱
ヨ
ー
ク
ベ
ニ

マ
ル
塩
釜
店
・
大
黒
寿
司
・
㈲

増
友
商
店
・
蜂
屋
食
品
㈱
・
㈱

丸
勝
会
館
・
阿
部
勘
酒
造
㈱
・

㈱
佐
浦
・
和
食
の
小
島
・
㈱
鈴
忠
・

武
田
の
笹
か
ま
ぼ
こ
・
い
な
長
・

㈱
で
ん
六
仙
台
支
店
・
仙
台
味

噌
醤
油
㈱
・
㈱
小
西
美
術
工
藝

社
・
㈱
松
田
製
粉
・
日
本
住
宅
㈱
・

マ
ル
マ
佐
々
木
水
産
㈱
・
㈱
一

ノ
蔵
・
㈱
阿
部
電
工
・
柴
崎
屋
・

マ
ル
ミ
東
商
店
・
㈱
塩
釜
マ
ル

サ
・
宮
城
県
美
容
業
生
活
衛
生

協
同
組
合
塩
釜
支
部
・
㈱
栗
原

木
工

　敬
神
婦
人
講
で
は
設
立
九
十

周
年
を
記
念
し
て
「
奥
州
一
宮

御
祭
礼
」
の
幟
を
奉
納
し
ま
し

た
。　一

月
十
四
日
よ
り
三
月
十
日

ま
で
に
義
捐
金
を
受
付
け
ま
し

た
。
寄
せ
ら
れ
た
左
記
金
額
を
、

神
社
本
庁
を
通
じ
被
災
さ
れ
た

神
社
へ
お
納
め
し
ま
し
た
。
御

協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

 

金
二
、
七
九
六
、
四
八
二
円
也

　二
月
三
日
と
四
日
、
一
年
の

厄
災
消
除
・
家
内
安
全
を
祈
願

す
る
節
分
祭
追
儺
式
が
斎
行
さ

れ
ま
し
た
。

　鹽
竈
神
社
別
宮
・
左
右
宮
の

両
拝
殿
と
文
治
燈
籠
横
に
設
置

し
た
特
設
舞
台
よ
り
豆
撒
き
が

行
わ
れ
、
多
く
の
参
拝
者
が
福

豆
を
手
に
し
て
い
ま
し
た
。

　節
分
祭
の
斎
行
に
あ
た
っ
て

御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
御
来
賓
、

奉
仕
者
代
表
、
ほ
か
御
協
賛
い

た
だ
い
た
皆
様
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。

　（
敬
称
略
）

第
七
十
九
回
卒
業
式

　三
月
二
十
五
日
、
神
職
養
成

所
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　本
年
の
卒
業
生
は
一
名
。
父

兄
や
御
来
賓
、
講
師
が
見
守
る

中
、
式
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

○
卒
業
生
並
び
に
進
路

　近
野

　秀
和
（
福
島
県
）

　
　志
波
彦
神
社

　
　鹽
　

竈
　

神
　

社 所

信

通

養

成

節
分
祭
追
儺
式

ニ
ッ
ク
㈱
仙
台
営
業
所
・
ム
サ

シ
ノ
製
薬
㈱
・
㈱
バ
イ
タ
ル
ネ
ッ

ト
・
㈱
柳
川
商
店
・
フ
ラ
ン
ス

料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
シ
ェ
・
ヌ
ー
・

㈱
白
寿
殿
・
㈱
白
寿
殿

　大
友

義
雄
・
松
和
産
業
㈱
・
塩
釜
地

方
卸
売
市
場
・
㈱
ご
ん
き
や
・

㈲
今
野
商
店
・
㈲
宮
本
商
店
・

宮
本
産
業
㈱
・
第
一
生
命
保
険

㈱
塩
釜
営
業
オ
フ
ィ
ス
・
大
場

酒
店
・
㈲
た
か
せ
さ
と
し
美
容

室
・
ひ
と
の
和
は
り
灸
整
骨
院
・

プ
リ
ン
ス
食
品
㈱
・
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
多
賀
城
大
代
５
丁
目
店
・

㈱
エ
ン
ド
ー
グ
ル
ー
プ
・
仙
台

水
族
館
開
発
㈱
・
星
の
り
店
・

合
同
会
社
フ
ル
イ
ー
ル
・
㈱
澁

谷
商
店
・
春
日
屋
商
店
・
鈴
木

壱
彦
・
写
真
屋
さ
ん
２
１
・
㈲

松
野
・
水
野
水
産
㈱
・
コ
カ
・

コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン

㈱
・
勝
山
水
産
㈱
・
㈱
佐
々
勘

商
店
・
㈱
ヤ
マ
ス
蒲
鉾
店
・
㈱

松
島
蒲
鉾
本
舗
・
顔
晴
れ
塩
竈
・

菓
匠
榮
太
楼
・
㈱
東
日
本
ソ
ル

ト
仙
台
営
業
所
・
東
陽
防
災
設

備
㈱
・
塩
釜
ガ
ス
㈱
・
シ
ョ
ッ

プ
サ
ト
ー
・
㈱
北
浜
フ
ー
ド
・

㈱
八
百
大
・
㈱
直
江
商
店
・
キ

ク
ニ
㈱
・
す
し
哲
・
日
野
不
動

産
建
築
設
計
事
務
所
・
矢
部
園
・

敬
神
婦
人
講
だ
よ
り

能
登
半
島
地
震

能
登
半
島
地
震

「
被
災
神
社
復
興
義
捐
金
」

「
被
災
神
社
復
興
義
捐
金
」

募
る
募
る
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　能
登
半
島
地
震
に
よ
り
被
災

さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
御
見
舞

申
し
上
げ
ま
す
。 

（
慶
）

令
和
五
年

十
二
月

　東
京
都 

前
島

　陽
子

 

他
一
三
九
名

令
和
六
年

一
月　青

森
県 

小
鹿

　慎
吾

 

他
二
二
七
名

二
月　長

野
県 

竹
谷

　裕
彰

 

他
一
一
二
名

　

 

（
敬
称
略
）

一
月　十

二
日

　
　仙
台
市
・
宮
城
縣
護
國
神
社

　田
中
直
彦
宮
司

　
　〃

　
　
　塩
釜
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

十
名

　十
三
日

　
　衆
議
院
議
員

　安
住

　淳
氏

　十
六
日

　
　責
任
役
員
・
総
代
合
同
会

　十
九
日

　
　宮
城
県
神
道
青
年
協
議
会

 

「
大
寒
禊
研
修
会
」
参
加
者

　二
十
名

　二
十
二
日

　岩
沼
市
・
竹
駒
神
社

　村
田
守
広
宮
司

二
月　二

十
七
日

　丸
千

　千
代
田
水
産
㈱ 

五
名

　
　　参
　

拝
　

記
　

録
　

　
　

　二
月
二
十
九
日
と
三
月
一
日
の
両

日
、
神
社
職
員
を
対
象
に
消
防
部
分
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　救
命
救
急
訓
練
で
は
人
工
呼
吸
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
な
ど
、
初
期
消
火
訓
練
で

は
消
防
ポ
ン
プ
の
放
水
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

資
料
紹
介

　新
収
蔵
資
料
の
う
ち
か
ら
「
松

嶋
之
景
」
を
御
紹
介
し
ま
す
。

本
作
は
塩
竈
・
松
島
の
景
色
を

描
い
た
巻
子
装
の
作
品
で
、
全

長
九
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
画
面

に
は
鹽
竈
神
社
の
ほ
か
陸
側
か

ら
海
を
眺
め
る
構
図
で
松
島
の

島
々
が
配
さ
れ
、
丁
寧
な
筆
致

で
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

作
者
は
不
明
な
が
ら
、
江
戸
時

代
後
期
の
鹽
竈
神
社
と
塩
竈
の

街
並
み
の
様
子
が
う
か
が
え
る

好
資
料
と
い
え
ま
す
。
写
真
は
、

鹽
竈
神
社
周
辺
を
描
い
た
巻
頭

部
分
で
す
。

消
防
部
分
訓
練
実
施

銅
板
奉
納
者
芳
名

文

　芸

　欄

　
　
　
　
　

寒
暁
や
新
米
パ
パ
の
粉
ミ
ル
ク

　
　
　
　
　
　
　佐
藤

　
　悦
子

来
客
の
知
ら
せ
の
あ
り
て
雪
を
掻
く

　
　
　
　
　菅
原

　
　和
子

ジ
ー
ン
ズ
を
干
せ
ば
潜
る
や
春
の
風

　
　
　
　
　齊
藤

　
　豊
子

一
森
山
芽
吹
き
の
中
の
子
等
の
夢

　
　
　
　
　
　佐
藤

　
　光
江

拵
へ
て
光
陰
新
た
今
朝
の
春

　
　
　
　
　
　
　
　今
田

　須
美
子

ポ
ス
タ
ー
の
標
語
立
読
む
六
つ
の
花

　
　
　
　
　鈴
木

　ゆ
う
子

お
日
様
の
機
嫌
を
み
つ
つ
雪
を
掻
く

　
　
　
　
　上
田

　由
美
子

買
初
の
シ
ユ
ー
ズ
千
里
も
歩
む
ら
ん

　
　
　
　
　大
野

　み
よ
子

牡
蠣
ま
つ
り
大
漁
旗
を
法
被
と
す

　
　
　
　
　
　今
野

　紀
美
子

鋳
銭
釜
の
穴
の
い
ろ
い
ろ
初
ざ
く
ら

　
　
　
　
　及
川

　
　源
作

　
帰 

幽

　小
島

　邦
雄

　殿

 

塩
竈
市
藤
倉

　元
総
代
・
祭
典
委
員
会
委
員

長
、
鹽
竈
神
社
奉
仕
会
副
理
事

長
小
島
邦
雄
氏
は
令
和
六
年
二

月
六
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享

年
九
十
歳
。

　謹
ん
で
御
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

博博
　　

物物
　　

館館
　　

だだ
　　

よよ
　　

りり

国

家

安

泰

五

穀

豊

穣

家

内

安

全

安

産

祈

願

海

上

安

全

大

漁

満

足

祭 

事 

暦 

（
四
月
か
ら

六
月
ま
で

）

毎
月　一

日

朔

日

祭

　

 

〃 

曲
木
神
社
月
次
祭

　六
日

御
釜
神
社
月
次
祭

　十
日

鹽
竈
神
社
月
次
祭

　二
十
九
日

志
波
彦
神
社
月
次
祭

四
月　二

十
八
日

鹽
竈
神
社
花
ま
つ
り

　二
十
九
日

昭

和

祭

五
月　十

日

鹽
竈
ザ
ク
ラ
の
日
祈
願
祭

　十
一
日

御
神
田
御
田
植
祭

　十
二
日

氏
子
崇
敬
会
春
季
大
祭

六
月　三

十
日

夏

越

大

祓

式


